
Ⅳ 自立した経営

(1)
３．医療制度等の変化への迅速・柔軟な

　対応と自立した財務運営

　　　　　　　　　　　　　　　　

(1)
(1)

(1) 総合リハビリテーションセンター総合リハビリテーションセンター総合リハビリテーションセンター総合リハビリテーションセンター・適正な診療報酬の請求　　診療報酬対策委員会による査定内容の分析と対策の強化　　保険診療等に関する知識の向上を図り、請求漏れと    査定減の防止・未収金発生防止及び回収強化　　患者支払い相談の実施による収納率の向上　　電話や文書での催告を早期かつ定期的に実施すると    ともに、必要に応じて個別訪問による納付を促進　　クレジットカード支払いの啓発　　未収金回収業務委託の継続・病床利用の適正化　　法人内２センターや地域の医療機関との連携強化に取り    組み、紹介患者を確保　　病床管理会議、各病棟病床運用会議の開催・費用の節減　　複数年契約、複合契約等の多様な契約手法の活用　　材料費や委託費などについて、コスト意識をもって徹底した    見直しを実施後発医薬品の採用の推進　　診療材料、検査試薬の購入について、病院間の情報共有と    取引業者の見直し、粘り強い値引交渉、交渉方法の研究

・適正な診療報酬の請求　診療報酬改定の影響分析とそれを踏まえた経営・運営体制  の構築　適法かつ適正に提供した診療内容に適合する診療報酬  の獲得　減点・返戻の分析と改善に向けた取組を推進・病床利用の適正化　地域医療の推進に向けた関係機関との連携強化　病診･病病連携の推進、病床管理の弾力化、病棟の再編など  による患者数の増・資産有効活用・施設マネジメント　新規整備設備・機器の効果的利活用・費用の節減　病院経営の体質改善に向け、現実的な取組手法について  検討、手順等詳細を具体化　薬剤、診材等直接的経費を含め積極的な経費の圧縮
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中期計画中期計画中期計画中期計画

・適正な診療報酬の請求　　診療報酬改定における的確な対応　　請求内容のチェック体制の強化　　施設基準取得による収益確保・未収金発生防止及び回収強化・病床利用の適正化　　病病、病診連携の強化　　病床管理の弾力化・資産有効活用・施設マネジメント　　高度医療機器の稼働率向上・費用の節減　　医薬品、診療材料、検査試薬等材料費、委託料等の　　コスト削減・経営管理手法の活用　　診療科別損益計算の活用

共通項目共通項目共通項目共通項目

(1)経常収支比率を高い水準で維持する　 内部留保を確保する
評価指標評価指標評価指標評価指標

・適正な診療報酬の請求　2016年診療報酬改定における的確な対応　新たな施設基準の取得　重症度、医療・看護必要度の精度向上により、7：1入院基本  料を維持　後発医薬品の使用促進　医事請求漏れの発見と対策実施・未収金の発生防止及び回収対策の強化・病床利用の適正化　運用病床増床の実施　退院調整の推進、ベッドコントロールの充実を図り88％～  90％の病床稼働率を維持・資産有効活用・施設マネジメント　高精度医療機器を整備・管理する臨床工学技士の配置　CT・MRIの稼働効率の向上および予約待ちの軽減・費用の節減　不採算検査項目の外注化と、収益が見込める検査項目  の導入　検査試薬見直しと試薬の効率的な運用によるコスト削減　医薬品・試薬・診療材料等、継続した価格交渉を実施　委託契約、保守契約等の内容を確認し、削減を実施
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